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障壁作物 に よ る ア ブ ラ ム シ類の ウ イ ルス伝搬防 止 と 飛来抑制

鳥取県大阪事務所農産流通謀 谷
fち

口 達 雄

は じ め に

近年， 環境保全型農業並 び に そ れ に よ っ て 生産 さ れた
農産物が， 注 目 だ け で は な く ， 消費者の評価 を 得 る よ う
に な っ て き て い る 。 こ れ は単な る プー ム で は な く ， 病害
虫防除技術が 目 覚 ま し い進歩 を 遂 げ， マ ス コ ミ な ど に 取
り 上 げ ら れて い る こ と も 手伝 っ て い る 。 し か し な が ら ，
昨今 は害虫 に対 し て は天敵 を ， 病害 に 対 し て は措抗微生
物 を ， と い う よ う に ， 化学合成農薬 と 同 じ感覚で対症療
法的 に 導入研究 さ れて い る 感が し て な ら な い。

今回 は， IPM の一手法 で あ る 物理的手法 を 活用 し た
発生予察法や害虫管理法が網羅 し て ま と め ら れ る 中 で，
地味で は あ る が， ア ブ ラ ム シ類 に よ る ウ イ ル ス 伝搬や密
度 増 加 に 対 す る 「 障 壁 作 物J (福 士 ら ， 1986 ; 日 高，
1960 ; 大竹， 1972 ; 田 中， 1976 ; 都丸， 1984) の効果 に

つ い て ま と め て み た い。

I ア ブ ラ ム シ類の植物 に対す る 加害

ア ブ ラ ム シ類が作物 に加 え る 被害 は， 直接吸汁 に よ る
はいせつ

生育抑制や捲葉， 排I世物の甘露 に 繁殖す る す す病菌 に よ
っ て も た ら さ れ る 葉や果実の汚染 な ど も あ る が， ウ イ Jレ
ス 病の媒介が最 も 恐れ ら れて い る 。 ウ イ ル ス 媒介 と い っ
て も ， 栄養繁殖性作物 と 種子繁殖性作物で は， ウ イ ル ス
感染 に対す る 重要度 は異 な る 。 栄養繁殖性作物 は一度 ウ
イ ル ス に感染す る と 後代 ま で生育 に 影響が現れ る が， 種
子繁殖性作物 は生育中 ・ 後期 に ウ イ ル ス 感染 し で も ， 生
育 ・ 収量や品質 に 悪影響が少 な い傾向 に あ る (木谷 ・ 井
上， 1956) 。 こ の た め ， 種子繁殖性野菜 な ど で は， 有趨
ア ブ ラ ム シ類の飛来盛期か ら 生育初期 を ず ら し て栽培す
る こ と (井上， 1984) や 抵 抗性 品 種 の 利 用 (福 士 ら ，
1986) が有効だ と さ れて き た 。

有麹 ア ブ ラ ム シ類が病原 ウ イ ル ス を媒介す る 場合， 数
秒か ら 数分で保毒植物か ら 吸汁保毒 し ， 健全植物への 口
針挿入で も 数秒か ら 数分で感染が成立す る (非永続性伝
搬 (福本 ・ 栃原， 1978) ) よ う に ， 短時間 で ウ イ ル ス が
感染 し て し ま う た め ， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 の フ ェ ンパ レ
レ ー ト な ど の速効性薬剤 に よ る 防除が考 え ら れた が， こ

Control of Virus Transmission and Invasion of Aphids by 
Barrier Plants. By Tatsuo TANIGUCHI 

( キ ー ワ ー ド : ア ブ ラ ム シ 類， 障壁作物， ウ イ ル ス 伝搬， IPM
(総合的害虫管理) )

一一一 18

れ ら の効果 は短期間 し か期待で き ず， 薬剤施用 だ け で は
ウ イ ル ス 伝搬 を 防止 す る こ と は 困難 で あ る こ と がわ か っ
て き た 。

こ の た め ， 有麹 ア ブ ラ ム シ類の飛来 の 多 い 時期 に は ，
薬剤対応で は な く ， 周 辺雑草 な ど と 圃場内 の野菜類の 聞
に 障壁作物 を栽培 し て お い て ， ウ イ lレ ス 媒介 を 阻止 す る
こ と が考 え ら れた 。 ア ブ ラ ム シ類 に よ っ て 媒介 さ れ る ウ
イ ル ス は， ヨ コ パ イ 類 な ど の よ う な 永続性伝 搬 で は な
く ， 口 吻， 口 針 の 内 外 に 付着 す る 形で擢病植物の吸汁か
ら 保毒 さ れ る 。 し か し な が ら ， 有麹 ア ブ ラ ム シ類 は緑色
の葉の植物 に 口 針 を 挿入 し て 「探 り 吸汁 (大竹， 1972) J 
す る た め ， そ の と き に 口 針 に 付着 し て い た ウ イ ル ス を 拭
い去 っ た り ， 口針内部の ウ イ ル ス を 吐 き 出 し た り し て ，
ウ イ ル ス フ リ ー の状態 と な る こ と が多 い。 こ の た め ， 草
丈 も あ る イ ネ 科植物 な ど を 障壁作物 と し ， 有麹 ア プ ラ ム
シ類 に よ る ウ イ ル ス 伝搬や作物体上 の寄生密度 を減少 さ

せ る 手法 を ナ ガ イ モ と タ バ コ で検討 し た の で， 具体的 な
デー タ な ど を 紹介す る 。

H 障壁作物の ア ブ ラ ム シ類 に対 す る 効果

1 ナ ガ イ モ え そ モ ザイ ク 病 を媒介 す る ア ブ ラ ム シ類

ナ ガ イ モ の 闘場へ飛来す る 有麹 ア ブ ラ ム シ類は， 黄色
水盤で調査す る と ， 6 月 は モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ が最 も 多
く ， 7 月 か ら は ワ タ ア ブ ラ ム シ の 飛来が圧倒的 に 増加す
る が， 葉上 で は 6 月 下旬 か ら 7 月 上旬 に か け て ワ タ ア プ

ラ ム シ の幼虫が散見 さ れ る が， 成虫 に ま で成育 し な い こ
と がゲ ー ジ飼育で も 確認 さ れ， r行 き ず り 飛来 ( 田 中 ら ，
1974) J に よ っ て ウ イ ル ス 病 を媒介す る こ と が判 明 し た 。
さ ら に ， ウ イ ル ス 感染時期 は ナ ガ イ モ の葉の感受性 も あ
り ， 6�8 月 で あ る こ と も 判明 し た 。

鳥取県 の ナ ガ イ モ は 昭和 50 年代 に 入 る と 徐々 に え そ
モ ザ イ ク 病が ま ん延 し ， 昭和 55 年す ぎ に は ほ ぼ全株が
汚染 さ れた と 判 明 し ， 昭和 57 年か ら 鳥取 県 の ウ イ ル ス
フ リ ー増殖事業が開始 さ れた 。 病原 ウ イ ル ス の ヤ マ ノ イ
モ え そ モ ザ イ ク ウ イ ル ス (CYNMV， 福 本 ・ 栃 原，
1978) は保毒 し た ナ ガ イ モ か ら 再汚染 さ れ る が， そ の対
策 と し て は， 県が大型寒冷紗網室 で一次増殖 し た 後， 二
次増殖は各集落で さ ら に 大型寒冷紗網室 を設置 し増殖す
る 方法や (図 1) ， 周 辺の栽培闘場か ら 数百 m 離れた 場
所で 1 ha 余の規模で集団増殖す る 方法 が 試 み ら れ た 。

し か し な が ら 実際 に は， 共同栽培の難 し さ も あ り ， 個人
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図 ー 1 寒冷紗ハ ウ ス 内の ウ イ ル ス フ リ ー ・ ナ ガ イ モ

表ー 1 殺虫剤 と シ ル バー テ ー プの ナ ガ イ モ に お け る ウ イ ノレ ス 感染
防止効果

シ ノレバー テ ー プ | 殺虫剤散布時期 | 当代感染株率 (対�!!\処理!比)

O 

O 

O 

iii'E!f期�8 月
(6/8�8/29) 
7 月 �8 月

(7 /4�8/29) 

萌芽期�8 月
(6/8�8/29) 

25 . 1% ( 36 3) 

4 1 . 6  ( 60 3 ) 

43 . 6  ( 63 . 2 )  
44 . 4  ( 64 . 3) 

69 . 0  ( 1 00 ) 

(注) シ ルバー テ ー プは短冊状を ナ ガ イ モ の頭上か ら つ る し た.
殺虫剤 は合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤を 7 日 お き に 散布 した.

増殖 の検討を行 っ た 。
ま ず ， 合成殺虫剤によっ て 媒 介 アブラム シを防 除す る

ことが考 えられ， 合成ピ レスロ イド殺虫剤を散布して み
ると， ウ イルス病の媒介 を阻止す る効果は低い ようであ
っ た (表 -1 ) 0 そこで， 障壁 作物 の利用も検討された 。

有麹 アブラム シに対す る障壁 作物 は， 保護す べ き作物
との生育ステー ジ， とりわけ草丈 の確保と病原 ウ イルス
を共 有しな い ことな どが求められるた め， イネ科植物 を
採用す ることが多い。 ナガ イモは 4月 下旬種い もを植え
付 け， 6 月 上旬 から萌芽 し， 下旬 には1 m の支柱に巻き
付く。 このた め， 草 丈 が ナガ イモの萌芽 期に50cm か
ら1 m ，  6 月 下旬 には1 . 5 m 程 度とな るものはデ ントコ
ーンであろうと考 え， 播種期別 の品種別草丈 を検討した
結果， 当時 はロ イヤ ルデ ン ト110 ( タキ イ種苗) ， ゴ ー
ルドデ ント 1 130 ( カネコ種苗) を降霜 の恐 れが薄 らぐ 4
月 下旬 に播種す れば ， 萌芽時 には図-2 のような 草 丈 が
得 られることが判 明した 。 さらに， 8 月 に入 ると 4月 に
ま い た デ ントコーンが黄化して く るた め， 6 月 中旬 には
耐 暑性 の強いロ イヤ ルデ ント1 2 0 ( タキ イ種苗) かパ イ
オニ アデ ント (雪印) を 4月 にま い た デ ントコーンの外

側 に播種して お い て 更新す れば よい ことも判明 した 。

図 -2 障壁作物 に |羽 ま れた ナ ガ イ モ (右側 に は頭上 シ ノレ
ノ ぐー 短HII併用)

表 - 2 ナ カ、 イ モ に お け る 障壁作物に よ る ウ イ ノレ ス感染防止効梨

障壁作物に よ る
殺虫剤散布 調査株数 ( 当 代感染株率)

囲 い込み

デ ン ト コ ー ン 1 1 1 株 (26 . 4% )
二重障壁

11 O 106 ( 5 . 7  ) 
1 74  ( 9 9  ) 

(注) 殺虫剤 は合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤を 7 日 お き に 散布した.

デ ントコーンを障壁 作物 とした ナガイモは， アブラム
シ類 が行 きず りであるた め， 葉上 の寄 生密度の抑制 効果
は明らかではな い が， 表-2 に示 した ように， ウ イルス
の当代 感染に対す る抑制 効果は認 められた 。

しかしな がら， ナガ イモのウ イルスフリー株 の再 汚染
防 止対 策として は， 単独 ではやや再 汚染が多い ように感
じ られ， シルバーテー プ ( 高橋 ， 19 89 ; 田 中 ら， 197 4) 
の利用を試みた 。 シ ルバーテ ー プは50cm の短冊 にし
て ナガ イモの頭上 から50cm 間隔 でつり下げて ， 吹 き
流し状態にす るとウ イノレ ス再 汚染をさらに半減させた
(表 3) 。

2 タ バコ黄斑 え そ 病 を媒介する アブラム シ類

タバコの黄斑 えそ病は， ジャ ガ イモに保毒 されて い る
ジャ ガ イモY ウ イノレ ス (PVY ) のT 系統 が有麹 アブラ

ム シ類によっ て タバコに媒 介 され発病す る。 鳥取県 の場
合， モモアカアブラム シやジャガ イモヒ ゲ ナガアブラム
シな どのヒ ゲ ナガアブラム シ族 の有麹 虫の飛来は 4月 中
旬 から増加す る。 これに伴い ， 5 月 上旬 からタバコの葉
上 にお い て も無麹 態のモモアカアブラム シの成・ 幼虫の
寄 生が見られるようにな る。 このような 場合， タバコの

近 くにPVY - T を保毒 して い るジャ ガ イモが栽培 され
て い ると， それが自家 用で少規模であっ て も， タバコに
黄斑 えそ病が媒介 され， 大きな 被害をもた らす 。

黄�E えそ病を防 ぐ 場合， タバコから200m 以 内には
ジャ ガ イモを栽培 しな い とか， 無毒 が証 明されて い る購
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表 - 3 デ ン ト コ ー ンの障壁作物 と シ ルバ ー テ ー プの組み合わせ に よ る 再汚染防
止効果

試 験 区

調査株数
当代感染株率

デ ン ト コ ー ン シ ル バー テ ー プ 支柱に (対無処理区 )
に よ る 障壁 頭上た ら し シ ル バー テ ー プ

5 m 間隔 O O 98 株 1 0 . 2% ( 1 9 . 7) 
H O 1 03 8 . 7  ( 16 . 8) 
H 1 14 1 8 . 4  ( 35 . 5) 

1 0 m 間隔 83 24 . 1  ( 46 . 4 ) 
11 O 1 1 0  1 5 . 5  ( 29 . 9) 

O 92 41 .3 ( 79 . 6) 
79 5 l . 9 ( 100 ) 

(注) シ ル バ ー テ ー プ : 頭上た ら し は 全畝， 高 さ 2 m， 50 cm fliJ隔で 50 cm の
も の を た ら し た. 支柱 に は片側 3 段設白.

図 - 3 障壁 ラ イ 麦 を 間作 し た タ バ コ

入種いもを 栽培すると か対策を 講じればよ いわけであ る
が， 中 には家庭 菜園で平然 と 自家 採種して耕作される場
合も多い。 このよ う な場合， タバコ組 合員 が薬剤|勿 除に
駆 け回るなどの対策も採られた が， 地味 ながら防風 と と
もにアプ ラム シ類 の口吻洗浄 を 目 的と した 障壁 作物 の栽

培が検討された ( 図ー3 ) 。 ナ ガ イモの場合は6�8月 に障
壁が必 要であ った た め， デ ント コーン の二 重IIïi!壁 が採用
された が， タバコの場合は 4月 後半 から6月 にウイlレ ス
感染すると 考 えられるた め， 定 植後植え穴 上の透 明マ ル
チ を切開 する 4月 下旬 に障壁 作物 と しての草丈 が得 られ
るのはライ麦 だ と 思 われた 。 前年 の10月中旬 に橋種さ
れた ライ麦 は翌 春 4月 下句 には草丈 が1. 3m 得 られ，
さらに 5月 中旬 には1 . 6 m 得 られ， 十 分障壁 と なり得
ること がわかり実用化 試験に臨 んだ 。 ライ麦 障壁 は表 4
に示 した よ うに， 単独 でも寄生密 度ではかなりの低減効
果が見 られ， ウイル スの媒介抑制 効果もあ る程 度認 めら
れた 。 この場合も， ナガイモと 同 様にシル バー テー プの
短冊を タバコの頭 上からつり下げるのと 障壁 作物 の{斤 用
が効果的であ ること が判 明した (表 -5 ) 。

表 - 4 タ バ コ の各試験 区 に お け る モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ の寄生虫数

試 験 区 5/8 5/ 16  5/24 6/5 

ラ イ 麦障壁 シルバー テ ー プ 0 . 6  0 . 4  1 . 6 。

ラ イ 麦|塗壁 殺虫剤 。 。 。 0 . 4  
ラ イ 麦障壁 。 l . 0 3 . 4  3 . 0  

シ ル バー テ ー プ 0 . 2  0 . 8  2 . 4 0 . 2  
シ ノレバー テ ー プ 殺虫剤 。 。 l . 4  l . 4 

1!!\ 処 理 1 9 . 3  34 . 0  49 . 2  26 . 0  

(注) l 株当た り 成 ・ 幼虫数.

表 - 5 各試験 区 に お け る タ バ コ 賞斑 え そ病の発病株主容の推移

6/20 7/1 
試 験 区

PVY-T CMV PVY-T CMV 

ラ イ 麦障壁 シルバーテープ l . 8% 。% 2 6% 。%
ラ イ 麦障壁 殺虫剤 l. 9 2 . 8  3 . 7  2 . 8  
ラ イ 麦障壁 5 . 0  3 . 3  5 . 0  3 . 3  

シルバーテープ 2 . 1  3 . 2  7 . 4  3 . 2  
シルバーテープ 殺虫剤 l . 1  2 . 2  5 . 4  3 . 3  

殺虫剤 1 0 . 2  7 . 4  1 7 . 6  7 . 4  
1HE 処 理 1 0 . 5  1 4 . 0  29 . 8  1 4 . 0  

(注) 発病株率.

皿 今 後 の 課 題

障壁 作物は， 飛来してくる有麹 アブラム シ類だ けでは
なく ， スリ ッ プス類 など小 型吸汁害 虫に対しては， 密 度
増加の遅延 やウイjレ ス媒介の減少などの効果が認 められ
る。 密 度増加の遅延 は， 一律 には論 じられないが， 殺虫
剤の散布団 数を あ る程 度減らすこと ができ， 種子繁殖 性
の作物では病原ウイル スの媒介を 大きく減少させ ること
ができるよ うであ る。

課題は， イネ科などの障壁 作物を 栽培植物 の聞 に栽培
す ること によ っ て， ①単位面 積当 た りの栽培植物の栽培
密 度を減少させ なければならない， ② 障壁 植物 用の施肥
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を 行わなけ ればなら ず ， 地中 で伸長 し た線 はl汲 肥カ にお
いて栽培櫛 物と の競 合を起 こし かね ない， ③ 障壁 の形態
や栽培植物 によ っては， 日 陰 によ りl 条程度ず つは生育
不良 を招 く 場合もある， などの弊害を克服 し なけ ればな
ら ない。 さら に， ④ 最も初歩 的なこと であるが， 発芽 不
良 などで障壁 が不完 全であってはなら ない。

① と ③ は， 従来のよ うに作物 経営 を 反収 でし か判断 す
ること ができないと いう場合は困難であるが， 耕作 放棄
地が増加し ている昨今 では， 発想 の転換 が必 要である。

② は栽培作物と 障壁 作物 の聞 に波板 を埋 設し たり， 1ï副巴

を 増加させ たりすること で解決 すると 思 われるが， 生産
費計算 を すると 多少割 高に評価 されると 思 われる。

お わ り に

今 回述 べた障壁作 物 の効果は， 2 種の栽清 作物を 例に
挙 げ， ウイルス媒介の防止と アブラム シ類の密 度抑制 を
紹介し たが， 2 例のウイルス媒介は問種の保毒 植物か ら
と 累積の保毒 栽培作物か ら によ るものであった。 一 方，
最近は周辺雑草 のウイルス保毒 ( 大木， 1 98 1 ) や周辺雑

草 におけ る微 小害虫 の越冬 ， そし て， 春 以 降のウイルス
保毒 や媒介 (池 田 ， 1 997) なども重要視されるよ うにな
り， これら の対策と し て， 除草 はもと よ り障壁 作物 の利

用も考 えら れるよ うになっている。
障壁 作物は， 現在の病害虫 防除では物理的手 法と し て

理解 されているが， 換金 性作物ではないものを 栽培し 育
てると いう， 地道 で最近の農業者がややもすると 苦手 な
防除法である。 し か し ながら ， 障壁作 物を 使用する場
合， 合成殺虫 剤を 使用し なくても， 合理的にアブラム シ
類の密度 を抑制 し たり， ウイルス媒介を 防止し たりする
効果が認 めら れており， r 環境にやさし い農業」 や 「滅
農薬栽培」 を追 求するうえでは， 重要な防除法だ と 考 え
る。
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